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おわりに  
はじダ）に   
筆者は2（）03年かJ〕1年軋 フライブルク大ツに′＃員研究上iとして滞雄三した。ノ その間に，  
標記テーマにつき知る機会があったグ）で，それを紹介したい。ドイツでは糾l卜l法令（1）で法曹  
養成およぴ「り法試験に関して定められており，本稿は主にこの規程とその運用の個儲にな  








〟一  法学耶における勉学   
r働判ま，椚咄1刑法，公扶亮よび虐点領域，な仁〕ぴに国際的沃酢 とくにヨ一口ソ   
バ法，さらには手続法を含めて理解される、〕法制史，汰萬づ＼主上虹会、㌢，法学方法論，比  ハ  
較汰，同家臼こ総論などの科准領域レ〈ランスよく考慮されるし、」（州命令3条）授業では，  
現行法の解釈を一羊ぶとともに，その現実的な意嵐ijよび法律形成（2）を含む法律通用の訓練  
し行われる。そこでは，社会科学分軋 交渉術，会話能〃，紛争調整，修辞学，尋問学な   
623 ドイ、ソ■フライブルク人学における法学教育  
どの匙礎知識に関する授業も堤供されている。標準的な勉サ側聞は8学期（セメスター），  
4年聞とされている「）Ll本でいう一般教養科Fl（第2外帖詐．経済学 祉会学，法学，政  
治学など）はすでにギムナジウムで修イしているので，第1′7期からし、きなり専門科【川・  
心に授業が有われるし 
必修科llとして，民法，加法概弧 会什法，ノ芳働法，因際私法，民事訴言公法，州法，州」  
弔訴訟儀，公扶（憲打こ，行政法総論，行政一統乱 行上牧法各論，行政．凧悲扶総論）および  












的に理解し，実際に法律を適川」する能力を養うことをl】指Lているぐ′ 重．・1（課題の専門教育  
















学ノノ法論〔，川．当省の研究領域は社会保障≠）もある。）講義履イJ案の成結評脚は，頻繁にレポ   











は人！、r二により事怖は異なると推測されるっ   
講義の様r・として，講義には．初一、ア：舌l「■」け．温義のほかに復習の講義があり、講義の進め  
ノバま，l両署‾では「‘】ずと異なるり 楼者の講義では，学止がすでに111該科r］を履修済みである  






通う必要性は乏し〈なるン レノとも，r復習」料Ilでも，多くの教員が子イ粗校並によ〈唯備  
して試験を正面にすえて講義をしているわけではなく．教Hの授業‡l才し」＿を考えると，ト㌧」ず  
と限舛がある。   
演習には人廿掛習卜剰■■柏打閂がある。草牛は■、t∫叩■］演習の報イ1テにあたり，4It二当テ【1マに関  






から専「1［】課程の勉学に人るので∴i4年！上の勉学は，王1本でいえば，修十課杵に相当する川。   
廿本では聞き旧れか、タイプの授業として、「練習（Obu‖g）上がある。これは演習とは  
別のタイプの授業である。演儲が特定のテマのもとに行われ，受講苦は特定の課題を調  
べて報告するのとは異なり．これは川、11教上iにより収り 卜げる事例がう’モなっても，税別と  





れを中イ山こ，判例の読みノ∴ 文献の調／ヾノノなどにつき，刊ポー了▲および議論をさせているゝ初  
心昔川二では，助丁または教授が才lト、11Lて、．狼義もでワンランクl・＿級の訓練を石うし、なか  
には、′芋術補佐員が川当していることもある。こ〝）授業では，レポ【トと筆記．試験がイナわ  
4   
開 法（54：j）620  
JLる。さノブにし二級丑（45′羊馴／卜）川練習では，通常，典里的な紛争市側を素材として垂  
互的にその法的解決ノノ▲はを講義形式で説明する〔，溝義では，サ該分野の法律を体系的に教  
えるか，二こでは特定事例を素材として重点的に解決方法などを訓練する点で異なる．）   
これらの枝葉相当石をみると，教授以外の者‾が講義を相当している例が多数ある（5）。教授  
資格論丈を執筆し，合格した・者は，1該人！71で私講師（Priv；1tdozent）とLて講義を相当す  
る資格をイ】－するが，そのほかにも肋千がいくつも講義を山当している。また，演軋 練習  





員1人当たりのjl算紬が高〈なっている。   
さらに実習があり（7＼春または夏の休暇中に，学生は少な〈とも二1カ月閉の実習に参加す  
る。それは，関内外を問わず，実際の法律通用を観察する機会を一羊牛に提供するのに適し  
た機関で行われるっ そのうち少なくとも1カ日間は，裁判所，行政機関または法律事務所  










ト作成が重視され，それを肋チが添削する体制が組まれている（9）。   
大学は州命令にもとづいて試験を実施する。その実施要領は，学長および州司法長居の  
了解を得たうえで苧l人】規程に定められている。それには牢記試験とし1述試験がある。そし  








5   
619 ドイツ・フライブルク人一丁：における法一丁二数千f  
い。同業署潤の浣争は激しく，遭師の人㍉の杵痩t」りト1も変動するり そして授業は，  








ス（第・次一山王．式髄津川ナグ）練習。最低3カ廿 f呑「jりなしのコースでJ‖5ユー一口，添削あり  
のコ＝スでfj29ユー一口〕，さらに第二次．丑験コース＝いり川‡】または1午問。月79ユー一口ま  
たほ115ユ【口、）なと1仁ある。この巾で最もせ講打が多いのは，中級コースであり，多く  




二 第一一次司法試験   
これは，同家試験と人学の．乱快か1ゝノなる、このJ、，llイ＼の肘＝空とは異なる。そのうち，  
同家試験は軋＼1、（の7割を，大ツ明．．ぺ軟か3刑を∫」－める州■両人試験局が実施を符轄する。  








1、フれる。iりぎム試験のJ【1題囚芥は，人学の枝葉内容に対I芯している㌧   
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り，前回受憾した州の試験局がそれを．作1】rする場合にかぎり，バ【デン ・ヴュルテンーくル  
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．ヾ   




615 ドイツ・フライブルク大学における法一羊教育  
受験時期が早まりその分だけ準備が手滞になったこと，法学部学生数が増えて，学生の平  
均的な学力水準が低卜したことによると推測されるし その背景とLて，この10年間に，学  
生ができるだけ早し、時期に受験することを促すために，第8学期までに受験すれば不合格  
でも合計3回まで受験できるようになったこと，また州によ′）て異なるが，バーーテン ・ヴ  
＿1ルテンペルク州では13学期F］からは授業料を徴収するようになったという事情がある。  













くらか異なる〔ノ バーデン・ヴュルテンペルク州では4月から開始だが，ニーダーザクセン  
州では6月から始まる。修習希望者が，とくに重罪または故意の軽犯罪の前科のために不  
適格であると判断され，また裁判官職として求められる資質を十分に備えていないとみJ）  











行われた地域の州裁判所上之甘lこよってその実習∴りを評仙される。   
修習生が従事する必修研修の打芥，研修兄お七ひ湖沼は，つぎのとおりである。民事事  
件で5カ月（裁判所＝地区または州裁判所），刑事事件でこうカJトト（裁判所または法律事務  
JO   


































強している。   
司法修習期間中にも，かなりの舌は予備校の†補習授製」に通っている。利用者の比率  
は，研修地にその学校がどの程度あるかによって大きく異なるが，それが多し、フライブル  
JJ   
613 ドイツ・フライブルク人学における法学教育  
クでは，「ここで研修している者の、ト数近くが迫っている」というu H社の事例では，1年  
間を軒位とし，毎月115ユーロの授業料で，午記試験対策に，川題されH宅で解答を書き，  
それを堤目して添削の説明を′受けるという内谷で1コーースのみ開講されている。それを利  
用しているB君は，rl隼聞，毎週それに約2畔l甘サを♯やした」とi語るL A君は利用して  
い′⊥・い「  
囲 第二次司法試験   
司法修習を経て実施されるこの試験では，裁判官職，弁濾卜職およびより高度の一般的  
な背部業務の能力のイ］▲無か問われることになるし第二次司法試験に関する具体的な事項は，  









り，過去問は宙接には投に立たないという「ユ 出題では，法律を形成する能力および法律相  
談の能力もある程度関われている。答案は州叶は試験虻から任命された2人の試験官によ  
って別々に採点される。各科目で．■11題対象となる軋要論′真は州命令にl明記されている。こ  















J2   
開 法（54－3）612   
つき相談し，合計得一たを確定する。そのさいに，筆記試廟は70ワ占，「I述試験は30％の比率  


































J3   






















寺引こ入る前の着である。   














全体の2－3％にすぎない。この点での見直しは必要であろう」との意見があった。   
このようにみてくると，冒頭で述べたようlこ，法学教育は基本的に実務家養成という性  
格であり，司法試験準備のために行われていることか理解できる。その結果．日ヰの法学  
J5   



















ュヴュン君，ゼヴ7ステイアン君などの協力を得たニ 記して謝意を左する。本稿に記述さ  
れている数他は，04年1月時点のものである。  
（1）ここでは，バーーデン・ヴュルテンペル州、l「法律家の義凍と試験に関する司法省の命令」であ   
る。  
（2）二れは，立法にイこ備がある場合に，裁■ドl」宮が廿決を通じて，‖分の言葉で，ときにはゃ説をづl   
き介いにして，法的解決方法とその基礎となる考え方を示し，事実hl二，法律を形成・創造する役   
割を果たすことをさす。ドイツではよく行われることである〔〕  
（3）ただし，後述するように，この州では選択料‖は第一次．試験の科月には入っておらず，重要度   
は低い。  
（4）この点で，私の知り合いは、ドイツの法ざ、石部を卒業Lて11本の法学部に入学したが，その際に   
ドイツにおける学脛を学部乍抜いされて，修h課程かごブ人学する取り扱いをされて憤慨していた。   
その気持ちはよく理解できる。普通であrLば，彼J〕の水掛二照らせば，できれば†1木では博上課   
杵からの入学扱いすべきであろうが、制度としては確かに大一羊学部卒業である。  
（5）ちなみに，フライブルク人学はノブ：部の場合を例にとると．第8学期までの半生数約1，300人（20り3   
牛冬学期。な烏，留年生や団一羊生を含めると2，0：う8人）に対L，教授19人（サバティカル・リーフ   
により当該サ期に授業書目．当カ、ら外れている省を含む），肋「45人卜）ち博士号イ結石者■は12人。パー  
」ュ＿  
J6   
同 法（543）608   
トタイマ→を含む），私講師若′†∴名，学術補佐員若十名が授業を押．≡！1している。この学部では教授   
の授業担当数は週9時間を某準としている∪  
なお、学丑定員は法学を主専攻とする者272人、副尊攻とする音5（1人であるのに対し，入学希望   
者ほ約8倍の2560人である。定員の9剖は∴志煉計省のドイツ語，外国語および数学のアビトゥア   
（ギムナジウム佗7試験）得．たにもとづいて，定員の1割は両親がフライブルクまたはその近郊   
に住んでいるなどの社会的条什にもとづいて選考される。この学部は10年前には主専攻定員約400   
人であったが，州財政困難のため教員数および学牛．定員が減らされている。このように，少な〈   
とも当法学部では苧丑の定員制が明確に有二左している。ニれは，法学部としては跨らしし、ことで   
あろう〔】  
（（；）大学教員の待遇に関しては．藤内「ドイツの州公務員代衣法および人半数職員の待遇」季刊労   
働法208号（2nO5年）参照。  
（7）これは日本のインター■ンシリプに相当する。他の学部でもよくある＝ これはドイツの大学教育   
が職業ぷ向を強〈持っていることとかかわる。ある専門分野を学ぶと，そオLを活かす分野に就職   
することか通常である。実習期満仲に企業の人事担当者と親しくなり，その期間中の実績評価に   
もとづいて採周が内定することもある。  
（即 他学部生に法学部学生の評判を聞くと，「法学部学生はよ〈勉強ばかりLていて，社会や政治へ   
の関心はぇしい」といわれるが，その昔景には，学生の7割前後しか2次にわたる試験に合格で   
きないとし－う司法試験㈲度がある．．  
（引 この法一芋部では，通常，試験採 点は、教授が弄い仁模範解答を参考に、助手が行なっている。   
このような教育サポート体制が吋能な背景としては，ドイツでは高等教育に対する予算が比較的   
手厚いという事情があるでドイ、ソではGDPの1．0％に和当する高等教育子算である。ちなみに，   
「」本のそれは0，5％である。『文部相苧ド†書訓03年檻』参照。  
そのほか，▼7ライブルク人学法一’芦吾」iは世界の多くの人学と学術交流協定を結んでいる。その一   
環として，大阪証二立大学法学部とも学術交流協定を結んでいて，交流事業の一環として交換留学   
生制度があるしつ F1本から大学院生が毎年，3カ月間ほど，ドイツ学術’交流事業団（DAAD）の   
奨学金（け削0ユーロ）を支給されて滞在し，他方で，毎年ではないが，たまにここの法学部学生   
が，ドイツ学術交髄幸二業囲またはL二l本の文部相，羊省の奨学金を支給されて大阪市立大学で学んで   
いる。それを可能にしている条件の一つとして，この大学では「H本譜」の授業が開講されてい   
る。筆者ガフライブルクで知り合ったある法学部生は，、巨年間（1学期）大阪市立大学法学部で   
学び，流暢な日本語を喋っていた。同人学では刑法演習を受講し，サーークルでは茶道部に所属し 
ていたという。それにより，彼は軋本語を喋れる数少ないドイツ人弁護J二の一人として，貴重な   
存在になる。もっとも，法廷で日本語を使いこなすには．もう1ランク高い語学功が求められる   
が。  
なお，外国人学の学術交流協定ともかかわるが、ここの法学部生の1剖近〈（約1即人）は外国   
人留学生である。円木の法学部では想像しにくいことであるが，2匝1の相法試験に加えて特別な   
試験に合格すれば，欧州連介城「句で弁碓仁業備に携われるという事情と関わる。  
J7   
60了 トイツ・フライブルク大学における法学教育  
（10）なお，口述試験の関係では，それに華やされる時間は昔は長かった。たとえば，1923年当時は，   
私法から始ま／）て税法，教会法，さらには国民紀蘭学にいたるまで幅広い知識と理解を試すため   
に，2日が費やされていた。口述試験は，遇⊥に受験者の思想を試すために用いられたという背   
い歴史がある。1934年にはナチ体制のもとで，司法試験関係法令により，時の権力者が望ましい   
と考えるタイプに近いか否かが試されたレ このような反省のもとに，戦後，口述試験の脱政治化   
が図られ，司法修習への心構えを考慮したうえで，その指標として，受験者の適件と知識およひ   
理解力が設定された。Vgl．t】inrich R［ipung，ZurPraxisundRefc＞rmdermtindlichenPrtifung  
imErstenJuristischenStaatsexamen，JuristischeSchulung，2OO2Heft12，S．1245ff．  
（11）つぎの事刷である。  
1．専「り教育［二の義務に肯しく違反Lた場合，   
2．と〈に垂井（Verbrechen）を犯Lたため，またはL牧意の軽犯罪を犯したことにより，裁判′白  
職への適粕性に照らLて，ふさわしくないと判断される場介，   
3．前記の特別な休暇をそれ以H吐長Lて認めることかできない場合，   
4．第二次司法試験を受験したが合櫓せず，たとえさらに酬－1教育を受けても合格することが期  
待できない場合。この場合には，辛町甘・∴（が2．5（）を下恒】ることを基準とする，   
5．第二次司法ぷ腰に，無断で欠冊L7二場合．受厳取り消し，または不正有為のかどで試験委員  
会から不合・倍とされた場合，   
6．そのほか，帝人な二印LLtがある場合。  
（1か 2 ニiの州では玉一吏（上級公務員）の披いである。Ti一吏であるか，それとも職員であるかにより，   
賃金額、失業イ某険の有無．朴仝保険掛け合の有無に違いが出てくる。官吏のほうが賃金斬は高く，   
年金保険掛け金はすペて使用打側が負租L，原則として本人負抑はないが，失業保険の過川がな   
く，修習後に失業する恐れがある現状では，この点で不利な血がある。  
（用 土結局，手取りでは約750ユー一口である。二れは連邦平均を1＼一回り，連邦守均では手取りで約85n   
ユ“ロといわれる。A君はそれで足り，副業はしていない。モミ君の場合には，司法修習小，副業   
はせずに，家賃は親に援助してもJ〕つている。  
（14）フライブルク市（人r12nノJ■人）に弁護上組5りl）人が開業L，または雇われており，過剰状儲であ   
るといわれる。ちなみに，人l1107i人あたりの弁碓二【二数を比較すると，U本の13．6人に対し，ド   
イツでは134．2人で桁が一つ違う。止こ独活．－亡・稲『法世の比較法社会tさf＝』（2003年，東京人学出版会．）   
ニi9頁（佐藤岩夫執筆）参照く，  
（15）ドイツでも渉外紛争などを柑．当できる大規模法律串傍所があり，れ穫十数100人以上の法律事務   
所もある。その場合には，事潮頑は1カ所ではなく，ベルリン，ハンブルグ．ミュンへン，ケル   
ン，フランクフルトなどの分散Lている。そこの弁護十ほ人数か多い分だけ専門化してし、て，収   
人も高い〔，そこのメンノべ一になるには，博仁サを持つなり，専門竹ヰ有することをカミさなければ   
なJ）ない。  
（摘 藤l勺仰公「ドイツ・プレ・・・ノン人サにおける法学教市」ソエリスト1n26号（1993年）1r）1兵以下（｝  
（とうない・かずひろ）  
／．ヾ   
